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はじめに
　 トロイ ア王族 の一人であ るアエ ネアスは、10年にわた るギ リシア軍 の攻撃に よってイ リオス
の城砦が陥落す る寸前、父 アンキ セス、息子 アスカニウスら一族郎党を率いて城を抜け 出 し、
イ ダ山麓に逃れ る。そ こで船を建造 し、初夏 の頃海上に 出る。そ して漂泊 の船旅が始 まる。
　彼が、王族 の一人であ りなが ら、城市 と運命を共に しなか った のは なぜか。それはそ うい う
宿命fataにあ ったか らである。 とい うのは、 これ は も うすでに第1歌 で言われ てい ることで
あ るのだが、アエネ アス 自ら、 「わた しが 目指 す のは父祖 の地 イ タ リア、一族 の祖 は至 高 のユ
ッピテル。/二 十隻 の船を率いて プ リュギアの海に乗 り出 した のも、/母 神が示す道を辿 り、
課せ られた運命fataに従 って のこと」(Ae.1.380～82)1)と言 ってい るとお り、彼には新 しい
国家をイ タ リアの地に建設す ることが神意fataによって義務づけ られ ていたか らである2)。こ
れ はまたアポ ロ神の神託fataでもあ る。 アエネアスー行 はデ ロス 島で 「いに しえの母を求め
よ」 と、そ の到達す べ き地の予言を受け る(3.94～97)。そ して約束 の地 を ク レタと読 み まち
がえたあ と、一行はイ タ リアこそ 目的 の地であ ることを知 る。
　神だけでは ない。 アエ ネアスの夢に現われたヘ ク トル の亡霊 もまた アエ ネアスに トロイ アを
落 ち のび て新 た な国家 を建 設す る よ うに と要請 す る。 「トロイア は己れ の聖 物 と守 り神 を
sacra　suosque　P natesあなたに委 ねる」(2.293)と。
　 アエ ネアスには脱 トロイ アが神か らも人間か らも要請 されてい る。脱 トロイ アだけでは ない。
新 しい トロイ アを建設す ることが要請 されてい る。 この要請を受けて アエ ネアスは旅に 出る。
目的 とす る地はイ タ リアのラテ ィウムであ る。それは長 く困難 な旅であ る。それは トロイ アか
らイ タ リアまで の単に物理的空間的 な旅であ るだけでは ない。長い旅 のあいだに アエ ネアス自
身 も変貌す る。それは精神的 な旅で もあ るのであ る。彼は どのよ うな変貌を見せ るのか。
一69一
丹　下　和　彦
　 『アエ ネイ ス』が 『イ リアス』 と 『オデ ュッセイ ア』を手本 と して書かれた ものであ ること
は周知 の事実であ る。 アエ ネアスの旅は オデ ュッセウスの旅に相似す る。 しか し一方は単に私
的 な望郷 の旅であ るのに対 し、他方は上に述べた よ うに神か ら、そ して人間か らも要請を受け
た旅、 いわ ば使 命を帯びた旅 である。 アエネ アス自身、 自らの旅 が神意fataによる目的 のあ
る旅 である ことを 自覚 してい る3)。この自覚 がアエネアスをオデ ュッセ ウス とは異 な る旅行者
に仕立て る。 さてそれは どのよ うに異 なるのであ ろ うか。
1.船 出 ・・・… 波 に 浮 寝 の
　焼け落 ちる城を逃れ 出た アエ ネアスは、 しば ら くそ の身をイ ダ山麓に潜め、そ こで艦船 の建
造に当 った のち、「初夏 に入 るや ただちにvix　prima　inceperat　aestas」(3.8)祖国 トロイ アを
後に して 「亡命 の身を大海へ と向けferor　exsul　in　altum」(3.　l　l)た。 それ は、 「どこへ運命が
導 くのか、 どこに定住を許 され るのか、定かで ないincerti　quo　fata　ferant,　ubisistere　detur」
(3.7)旅であ った。
　最初 に彼 らが寄港 す るのは マル スの地、す なわ ち トラキ アである4)。そ の地 で犠牲 式を挙げ
よ うと して ポ リュ ドル スの亡霊に遭遇 し、この 「残忍 な地、貧欲 な岸 か ら逃 げ よfuge」(3.44)
との託宣を聞 く。 ポ リュ ドル スは アエ ネアスと同 じく トロイ ア王族 の一人で老王 プ リアムスの
末子であ ったが、年端 もゆかぬ身 とて トロイ ア攻防戦には参加せず、莫大 な黄金 とともに トラ
キ ア王 ポ リュメス トル の許に預け られていた。そ の彼を黄金に 目の眩んだ ポ リュメス トルが殺
害 した のであ った。 アエ ネアスー行は改めて ポ リュ ドル スの葬儀を取 り行 った のち、 この 「罪
に稼れた土地scelerata　terra」(3.60)をあ とにす る。
　次に寄港 した のはエ ーゲ海 のほぼ真中に位置す るデ ロス島であ る。土地 の王であ りまた アポ
ロの神官で もあ るアニウスとアンキ セスとが 旧知 の仲であ ったゆえに、一行は歓待 され る。 ア
エ ネアスはアポ ロ神に祈 りを捧 げ、旅 の 目的地 は どこかを尋ね る、「誰 なのか、われ らの導 き
主は。 どこへ行 って居所を定め よ、 と命 じるのかquem　sequimur?quove　ire　iubes?ubi　ponere
sedes?」(3.88)と。す る とアポ ロは答 える、 「忍耐強い ダル ダヌスの子孫 よ、お まえた ちが父
祖 の血筋か ら/最 初に生を受けた土地、そ の同 じ土地 の実 り豊か な胸がお まえた ちの/帰 還を
迎え るだ ろ う。いに しえ の母を探 し求め よantiquam　exquirite　matrem」(3.94～96)5)と。 し
か しこの神託を聞いた者だれ一人そ の意味す るところを理解す ることがで きない。父 アンキ セ
スがそれ は ク レタ島であ る と解釈す る。「わ た しの聞 き覚 えに間違 いが なけれ ば」一族 の祖 テ
ウケルが クレタか ら トロイ アへ移住 した とい うのであ る。か くして一行は クレタ島を 目指す。
　 クレタは しか し安住 の地では なか った。上陸 して生活を始めた一行に疫病が襲 って きたか ら
で ある。 「人 々はい としい命を落 とすか、 あ るいは、体を痛 々 し く/引 きず った。 この とき、
一70一
アエネ ア ス、逃 げ る
田畑は シ リウスに焼 き尽 くされて不毛 とな り、/草 は枯れ、病んだ作物は 日々の糧 となること
を拒 んだ」(3.140～42)のであ る。途方 に くれた アエネアス の夜 の夢 に故郷 トロイアか ら携
え てきた守 り神ペナ テスが現われ て告げ る、「変え るべ きは住 む場所 だ。 この岸 ではない のだ。
お まえに デ ロスの神(ア ポ ロ)が/勧 めた のは。 クレタに居住せ よ、 ともアポ ロは命 じなか っ
た。/ギ リシア人がヘ スペ リアと名づけて呼ぶ地があ る。/い に しえ の土地に して、武力 と肥
沃 な土壌ゆえに強大だ。/か つて の住人は オエ ノ トリ人であ ったが、い まは彼 らの子孫が/指
導者 の名に ちなみ、そ の民 の国をイ タ リアと呼んでい る。/こ の地 こそわれ らが住むべ き場所
hae　nobis　propriae　sedes。ここが 出生 の地だ、 ダル ダヌスも、/わ が一族 の始祖、父イ アシウ
スも。/さ あ立て」(3.161～69)と。 たち まちに寝床 を蹴 った アエネアスは事 の次第 を父 ア
ンキ セスに告げ、そ の決断に よって クレタをあ とにす ることとす る。 ここで初めて航海 の 目的
地が決定す る。 目指すはイ タ リアであ る。
　 ところが 出港後ほ どな くして海上で嵐に見舞われ、船団は航路をはずれて ギ リシアの西岸を
北上す ることに なる。 ス トロバ デス島で ハル ピュイ アどもに悩 まされた のち、ザキ ュン トス、
イ タカ、 レウカスの島 々を縫 って進み、 ア クテ ィウムの岸 に上陸 し、競技祭 を催す6)。そ こを
出立 した のち、今度は カオニアのブ トロ トゥムの町に入 る。そ こは プ リアムスの子ヘ レヌスが
ア ン ドロマケを妻 として治めてい る町 であ った7)。一 行は ここで歓待を受 けたのち、再びイ タ
リアの地を 目指 して 出帆す る。一路南下 してイ タ リア半 島南端を廻航 しよ うとす るが、怪物 の
棲む メ ッシナ海峡は避け、 シキ リア島の南端パキ ュヌス岬を 目指す。 この間キ ュクロプスらの
棲む岸辺に漂着 し、かつて ウ リクセス(オ デ ュッセウス)が ポ リュペ ムスの洞穴か ら逃げ 出 し
た際、一人取 り残 されていた アカエ メニデスと偶然 出会い、 これを救 出す るとい う一幕 も付け
加え られ る。
　一行はパキ ュヌス岬を廻航 した のち島の西端 ドレパ ヌムに至 る。 ここで父 アンキ セスが死去
す る。 アエネアスは再び 出帆す る。 「いまや シキ リアの地 は視界 か ら消えた。沖 に向け、/彼
らは喜 々 と して帆を張 り、泡立つ波 を青銅 の舳先 で切 り進ん でいた」(1.34～35)。この とき
女神 ユノは風 神アエ オル スを使 って暴風を起 こさせる。「いま、わた しの憎む民 がテ ユ レニア
の海を航海 し、/イ リウムの敗れた守 り神をイ タ リアへ と運んでい る。/風 どもに力を吹 き込
め。船 を粉 微塵に して打 ち沈め よ」(1.67～69)。結果、 アエ ネアスは這 々の態 でカル タゴの
海岸へ と漂着す ることに なる。 この漂着者を カル タゴの女王 デ ィ ドが引見す る。 この歓待 と好
意に応えて アエ ネアスは、 トロイア陥落 の模様 とその後 の漂泊 の詳細 を物語 る(第2、 第4歌)。
上に述べて きた のはそ の語 りの概 略であ った。そ して 「そ こ(シ キ リア)を 出発 したあ と、わ
た しは神 の力であ なたの岸に着 いたのだ」(3.715)と、 アエ ネアスはその苦難 の旅 を語 り終
え る。




意fataを受けてのことである。その過程でまた神か ら、あるいは予言者か ら細 々とした指示
も受ける。彼が最終的にイタリアの地を 目指すことになったのは、 クレタ島で一族の守 り神ペ
ナテスの託宣を夢に聞いたからである。またイタリアへの航路については、ブ トロトゥムのヘ
レヌスから細かな指示を受けている。このように彼の旅は神や人間のさまざまな指示援助のも
とに行なわれる。 しか しだからといって、それは決 して平穏な旅ではない。ただひとりこの航
海を阻害 しようとする者がいるからである。 トロイア戦争以来 トロイアに対 して敵意を抱 く女
神ユノがそれである。風神アエオルスを使吸 してイタリアへの航路からはずれさせ、カルタゴ
へと漂着せ しめたのは、まさにこのユノ女神の差 し金であった。そ してユノ女神の妨害は、こ
うした嵐、難破、漂着とい う物理的な形でだけで示されるのではない。新国家建設へのアエネ
アスの決意を鈍らせ逸らせるような妨害をもまたユノは企てる。
2.デ ィ ド ・・・… 徒 な 深 情 け
　 『アエネイス』第4歌 の冒頭はカルタゴの女王ディドの恋に悩む姿を写すことから始まって
いる。
　 しか し女王は、すでに前から心に重い恋の傷gravi　curaを負っていた。/脈 打つ血で傷を
養い、 目に見えぬ災に苛まれている。/し きりに勇士の武勇が心に浮かび、かの一族の栄誉
が しきりに心中を/駆 けめ ぐる。彼の面立ちと言葉は胸に固 く刺さって/離 れず、恋の悩み
は体が安らかに憩 うことを許さない(4.1～5)。
　恋 の相手は アエ ネアスであ る。イ タ リアを 目指す アエ ネアスの船団を アエ オル スを吸 して起
こ した嵐に よって カル タゴの地へ漂着せ しめ ることに成功 した ユノは、次には愛 の女神 ウ ェヌ
スの力を借 りて アエ ネアスを恋 の糸に搦め取 らせ ることに成功す る。
　 デ ィ ドか ら心 の うちを打 ち明け られた妹 のアンナは、周囲に舞 く敵対勢力か らカル タゴを護
り立ててい く必要性か ら、 アエ ネアスを国家経営 のパ ー トナーと して迎え ることを歓迎 し、姉
に恋 の成就 を焚 きつけ る。 「彼女(ア ンナ)は このよ うに言 って激 しい愛 の炎 をデ ィ ドの心に
焚 きつ ける と、/思 い定 ま らぬ胸 に希望を投 じ、恥 じらいの心 のいま しめを解いたsolvitque
pudorem」(4.54～55)。恥 じらいの心pudorとは、 デ ィ ドの死別 した前夫 シ ュカエ ウスへ の貞
節(二 夫に見えず との誓約)を 表わす。 デ ィ ドの心を縛 っていた呪縛が解け る。以後恋に身を
焼 くデ ィ ドは、「都 中を さま よい、/熱 情 に狂 うfurensさまは、 まるで矢を射当て られた雌鹿
のよ う」(4.68～69)である。 そ して この熱い思いがつい に遂げ られ る時 が くる。 もち ろんそ
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こには また ユノ女神 の策略が働いてい る。
　 あ るときデ ィ ドは狩猟を催す。 アエ ネアスの一党 もこれに参加す る。一行が森へ 向か った と
ころで、女神 ユ ノは嵐 を起 こす。雨 に降 り込 め られ て狩 る者 も勢子 もみ な散 りじりにな る。
「だが デ ィ ドと トロイ アの指揮官は 同 じ洞穴へ と/辿 り着 く。そ こにわた しも臨座 しよ う。そ
なた(ウ ェヌス)も 同 じ決意であ るなら、/わ た しは揺 るがぬ結婚 の契 りを結ばせ、彼女を正
妻 と宣言 しよ う。/こ れを もって婚礼 としようhic　hymenaeus　erit」(4.124～27)。事実 この
とお りに事が運ぶ。 デ ィ ドとアエ ネアスは狩猟中に嵐に遭 う。そ して 「デ ィ ドと トロイ ア人 の
指揮官は 同 じ洞穴へ と/辿 り着 く。原初 の神格た る大地 の女神 と介添え のユノとが/合 図をす
る。 と、火が天上に閃いて婚儀 の/立 ち会い とな り、峰 の頂では ニンフた ちの叫びが こだ ま し
た。/こ の 日が破滅 の始 ま り、 これが災い の原因であ った。 もはや デ ィ ドは体面や評判を気に
かけず、/人 目を忍んで恋 の思いに耽 ることもない。/こ れは結婚だ と言い、 こ う呼ぶ ことで
罪に蔽 いを掛 ける」(4.165～72)。か くしてデ ィ ドの思い は遂げ られ た。彼女 の恋は成就 した
のであ る。 しか しまた 「これが災い の原因であ った」。"結婚"の 噂はた ちまちに して リビュア
の町を駆 け抜 けてい く。そ してかね て よ りデ ィ ドに求婚 していた ガエ トゥ リ族9)の王 イ アルバ
スの耳に届 く。イ アルバ スは、かつて デ ィ ドの一党が テ ユロスよ りこの地へ流れ来た った折、
国土を与えて定着す るのを援けた男であ る。そ の好意を裏切 られた思い のイ アルバ スは、全能
の神 ユ ピテル10)に祈願 して この縁組 みを壊そ うと図る。 「あの女 はわれ らが領土 内を さす らい、
狭い土地を/買 って都を置 きま したが、 これに海岸 の耕地 と/そ の地権を与えた のはわれわれ
です。それを、われわれ との婚儀を/拒 絶 した うえに アエ ネアスを主 と して王領に迎え ま した。
/い まや、か のパ リスめは女 々 しい取 り巻 き とともにsemiviro/顎と香油 したた る髪 とを マ
エ オニアの頭 巾に/包 み、獲物を掌中に してい ます。われわれは といえば、神殿へ の捧げ物を、
/も ちろん、あ なた のために届け、評判にすが ってい ますが報われ ません」(4.211～18)。
　 この願いを聞 き届けた ユ ピテルは使神 メル クリウスを遣 して、 アエ ネアスにイ タ リアで の建
国 とい う大 目標 を思い 出させ、 ただちに カル タ ゴを出港 す るよ う促 さ しめる、「船 出を させ よ。
これ が要 だ。 これを もってわが言 づけ とせ よ」(4.237)と。 メル ク リウスは アエネアスに こ
の言 づけを伝 え る。 これ を聞いた ときの アエネア スの様子 は以下 の よ うに描写 され てい る。
「しか しこれ(メ ル クリウスの姿)を 見た アエ ネアスは動転 のあ ま り口もきけず、/戦 標に髪
は逆立 ち、声は喉に詰 まった。/こ の場を去 って逃亡 し、愛お しい土地を捨て よ うと胸を焦が
すardet　abire　fuga　dulcesque　relinquere　t ras。/神々の警告 と命令はか くも強 く彼を驚愕 さ
せた」(4.279～82)。神か らあたか も痛棒 を喰 らったか の ように、 アエネアスは 自らに課 され
た義務fataを思 い出す のである。それだけ彼 もデ ィ ドとの恋 に我を忘れ ていた こ とになる。
　 愛が綻びは じめ る。少 くともアエ ネアスのほ うの気持は醒めは じめ る。それはひ とえに デ ィ
ドの愛が強す ぎたか らであ る。 アエ ネアスに対す る一途 な愛は、そ の一途 さゆえに思慮を欠い
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た、 といわねば ならない。イ アルバ スの存在を無視 した ことであ る。そ の無視が反発 と恨みを
買 うことに なった。それは ユ ピテルへ の祈願 となって現われ、結局廻 りまわ って アエ ネアスの
義務 の覚醒へ と繋が る。義務 の覚醒は愛か らの逃避を促す。か くして デ ィ ドの愛は、そ の一途
さゆえに破綻せ ざるをえ ない のであ る。
　 ところで デ ィ ドの愛 の一途 さは、そ の実際 のあ りよ うは どのよ うなものであ った のか。 デ ィ
ドはアエネアスを一 目見た ときか ら恋に落 ちた。 これ は まちがい ない。彼女 自身が言 う、 「こ
の方ただ一人だけがわた しの感覚をたわめ、 よろめ くばか りに心を/突 き動か した。わた しに
は分か る、 これは昔 の炎 の名残veteris　vestigia　fl mmae」(4.22～23)と。最初 の うちは恥
pudorの概 念が この恋 の邪魔をす る。 しか し妹 アンナに よって恥 の縛めが解かれた のちは、 デ
ィ ドは恋 の道 を一途 に突 き進 む。その姿は、「熱情 に狂 う女furentem」(4.65)、「熱 情に狂 う
furens」(4.69)、「熱病 に とらわれpeste　teneri」(4.90)、「狂気furori」(4.91)とい った激越
な表現で捉え られてい る。 アエ ネアスを迎えた宴 の席では、彼 の トロイ ア以来 の苦難 の物語を
繰 り返 し聞 きたが り、宴果てて一人あ とに残 され るとアエ ネアスが去 ったあ との寝椅子にそ の
身を横たえてみ る。 また父親似 のアスカニウスを胸に抱 き寄せて父親へ の思いを紛 らせ よ うと
も してみ る。 カル タゴの国全体が女王 の恋 とともにそ の活動を止め る。若者は 日常 の鍛錬をや
め、国土防衛 のため の工事 も中断 され る。あたか もカル タゴの国全体が女王 デ ィ ドそ の人であ
るか のよ うに、女王 とともに恋に悶え るのであ る。
　古来恋 の思いに取 り籠め られた女性は多い。パイ ドラがそ うであ り、 メディ アがそ うであ る。
デ ィ ドの祖型 と して、わた した ちは カ リュプ ソとキル ケを挙げ ることもで きるか も しれ ない。
彼女 らもまた オデ ュッセウスを捉えて帰そ うと しなか った のであ る。 ここでわた した ちは、詩
人 ウェルギ リウスがデ ィドを描 くに際 してその手本 とした と思われ るメディアの例を引 きたい11)。







しじまが しだいに暗 くなる闇を支配 していた。
だが、メディアには甘い眠 りが訪れなかった。
『ア ル ゴ船 物 語 』3.744～5112)
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夜 の静寂 と、その中で報われぬ恋 の思いに 悶々 と時を過 ごす女。『オ デ ュッセイア』 の詩人
は カ リュプ ソやキル ケを ここまで描 くことは しなか った。1年 間 の同棲中、キル ケが このよ う
に恋 の素顔を見せ ることは ない。 カ リュプ ソとてそ うであ る。詩人 の筆はむ しろオデ ュッセウ
スの望 郷の思 いを描 くことに忙 しい。 恋す る女性 の心理 を夜 の静寂 と関係づ けて歌 ったサ ッ
ポーこそ、 このデ ィ ドの祖型 と 目され るか も しれ ない。
月は沈み、 プ レイ アデスは落 ちて
い まは真夜中、時は移 ろい、わた しは一人眠 る13)
　いずれにせ よここには一人 の女性が、一人 の人間が息づいてい る。そ の息づかいをわた した
ちは感 じ取 ることがで きる。 デ ィ ドを一人 の恋す る女性、人間 と して描いた ことは、 ウ ェル ギ
リウスの功績であ る。先縦 と して アポ ロニオスのメディ アが、そ してサ ッポーがい ると して も。
ここには 〈夜 の静寂 と恋す る女〉 とい う一つ の詩的場面がル ーテ ィーン化 され、 また系譜化 さ
れてい ると解 して よいか も しれ ない。
　話を メディ アとデ ィ ドに戻す。二人 の恋心はいずれ も恋 の神 アプ ロデ ィテ(ウ ェヌス)に よ
って引 き起 こされた ものであ る。そ して この恋 の女神 の背後には、それを使吸 した ユノ女神が
い る。 ユノの要請を受けた ウ ェヌスは、 デ ィ ドを して一途に アエ ネアスを恋す るよ うに仕 向け
る。 デ ィ ドの恋は、一途であ るか らこそ恋 の思い以外 の感情 も思慮 もそ こに入 る余地が ない。







いもしていないゆえ」(4.292)である。 しかし彼女の純粋 さが、その恋の一途さが(国 中の
噂となって)イ アルバスを怒らせた。愛が綻びは じめる。上に挙げた夜の静寂の中で悶々と時
を送る彼女の姿は、愛の綻びを感知 し報われぬ恋を嘆くその心情を描いたものであった。「懊
悩は倍加し、何度 もぶ り返す/愛 の思いは荒立ち、怒 りの大波をうねらせる」(4.531～32)
のである。愛が怒 りに変わる。それはそれだけ愛 していたとい うことである。その愛がそれだ
け純粋であったとい うことである。怒 りは愛の証拠にほかならない。この愛の綻びはどのよう
に収拾されるのであろうか。
3.遁 走 ・・・… あ と は 白 浪
　先に少 し触れた よ うに、使神 メル クリウスの訪問を受けた アエ ネアスは己が身に課せ られた
義務を 思い出す 。彼 にはイ タ リアの地 に新 しい国家を建設す る ことが神意fataとして課せ ら
れていた。それを思い 出 した のであ る。彼は 「この場を去 って逃亡 し、愛お しい土地を捨て よ
うと胸を焦がすardet　abire　fuga　dulcesque　relinquere　t ras」(4.282)。カル タゴは愛お しい土
地dulces　terrasであ った。 この 「愛 お しいdulcis」なる語には デ ィ ドとの甘い 同棲生活 の味 も
含意 され てい よ う。 しか し神意fataには逆 らえない。 アエネ アスは カル タ ゴ出立 を決心 し、
そ の準備をは じめ る。それは神意fataの遂行 であ り、 しか し同時 に愛か らの遁走 でもある。
　 アエ ネアスは メル クリウスの告知を聞 くや否やただ ちに部下を呼び、 カル タゴ出立 の準備に
当 らせ る。 「艦 隊を装備 せ よ。 口外無用 だ。仲 間を海岸 に集結 、/武 器を準備せ よ。 そ して、
乱を起 こす どの よ うな理 由 もない よ うに/見 せかけ よ」(4.289～91)。一方彼 自身はデ ィ ドの
説得 に当る。 上の台詞に続 けて言 う、「自分 はそ のあ いだ に、い まは最 良の人 デ ィ ドも/気 づ
かず、 これほ ど大い なる愛が破れ るとは思い も してい ないゆえ、/歩 み寄 りを試みてみ よ う」
(4.291～93)。
　 しか しデ ィ ドは気 づいていた。「誰 も恋す る者 を欺 けない」(4.296)のであ る。彼 女は アエ
ネアスに哀願 し、 また彼を難詰す る、「不実 な男 よperfide」(4.305)、「酷 い男 よcrudelis」(4.
311)と呼びかけ、「わ た しか ら逃げ るのかmene　fugis?」(4.314)と問いかけ、「崩 れゆ く家
を哀れんでお くれmiserere　domus　labentis」(4.318)と哀願 し、 「あ なた の考えを振 り捨て よ
exue　mentem」(4.319)と懇願す る。
　 これ に対 してアエネ アスは どう応 え るであ ろ うか。彼 はデ ィ ドの言 い分 をほぼ認め る、 「あ
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なたが 口に 出 して/数 え上げ られ ることどもを、女王 よ、わた しは決 して否みは しない。/そ
れだ け尽 くして も らったエ リッサ(デ ィ ドの別名)と の思い 出を厭 うこ とはない」(4.333～
35)と。 しか し肝要 な点は一つず つ これに反論 して い く。デ ィ ドとの夫婦 関係につ いては、
「新郎 の/松 明を捧 げ持 った こ とは、一 度 もな く、 その よ うな盟約 を結 んだ こ ともない」(4.
338～39)と言 い、アポ ロの神託 に従 ってイ タ リアに新 国家 を建設 す るのは一一 そのためい ま
カル タゴ脱 出を 目論んでい るのであ るが　 　フ ェニキ ア生 まれ のデ ィ ドが カル タゴに国を持つ
の と同 じ、「われ われに も外地 の王国を求 め ることは許 され てい る」(4.350)として、(あ な
た ならぬ)イ タ リアこそわが愛、わが祖国 と言い切 る。 しか もそ の上で 「わた しがイ タ リアを
追い求め るのは本意では ないItaliam　non　sponte　s quor」(4.361)と言い添え る。それは まさ
に メル クリウスに託 された ユ ピテル の神意fataゆえなのである と。
　神託や神意 を もち出 され てはデ ィ ドに勝 ち 目はない。「なるほ ど、それが天上 の神 々の仕事
だ。そん な気遣いが人 々の平静を/乱 す のだ。わた しはあ なたを引 き留めぬ。言われた ことに
反論 も しない。/行 くが よい、風に乗 りイ タ リアを追い求め よ。波頭を越えて王国を 目指せ」
(4.379～81)。しか しアエネ アスが裏切 りの罰を必ず受 けて、 こののちわが デ ィ ドの名を幾
度 も呼ぶ ことがあ るよ うに と言い残 して座を立つ。後に残 された アエ ネアスは彼女 の心中を察
しつつ 「大い なる愛ゆえに心が揺 らいでいたmagnoque　animum　labefactus　amore」(4.395)
ものの、「それ で もなお、神 々の命令iussa　divomを遂行 し、艦 隊の様子 を見 に戻 る」(4.396)
こともす るのであ る。 出港準備にかか ってい る部下た ちは櫓材に まだ枝葉 のついてい る生木を
使用せ ざるをえ ないほ どに 「逃げ去 ることに逸 っていた」(4.400)。
　 トロイ ア人た ちの慌ただ しい 出港準備を見、 またすでに恋人 アエ ネアスの心中を思い知 らさ
れた デ ィ ドは、せめて順風が吹 く季節 まで 出発を延ばせ ないか、イ タ リア行 きを止めはせぬが、
「ただ空 しく過 ぎる時間が欲 しい。狂お しい熱情を鎮め る間が欲 しい。/そ のあいだに、 これ
がわ が運 、敗れた心 は痛 みを負 うもの と学べ よ うか ら」(4.433～34)と、妹 ア ンナに心中を
吐露す る。 アンナは姉 の気持を アエ ネアスに告げ る。 しか しアエ ネアスの決心は揺 るが ない。
「運命fataが立 ちふ さが り、神が勇士の耳に栓を して平静を与 えている」(4.440)からであ
る。 このときの状況は樫 の木 の比喩を使 って以下 のよ うに描写 されてい る。
それはあたかも、年とともに芯が通って頑強な樫の木に
アルプスから吹 く北風の一団がいまはこちら、いまはあちらと吹きつけて










　 樫 の木quercus(アエネ アスの意志)を アル プスか ら吹 く北風Alpini　Boreae(ディ ドの意を
受けた アンナの言葉)が 揺すぶ る。 しか し樫 の木は軋み、梢 の葉を落 しはす るものの、幹本体
は 「岩場 に しっか りと動 かないhaeret　scopulis」。それ は根が深 く冥界 に まで伸 びてい るか ら
であ る。吹 きつけ る北風は樫 の木を軋 ませ、木 の葉を吹 き飛ばす。 しか し幹本体を倒す ところ
までは至 らない。倒れ るか倒れ ないか、そ こまで の事態には至 ってい ない。いかに風が吹 きつ
のろ うとも樫 の木は倒れ ることな く立 ち続けてい る。
　 このことは、 まず第一に アエ ネアスの意志があ くまで強固であ ることを示 してい る。胸に苦
悩を感 じはす るが、意志は揺 るが ない。涙を流 しはす るが、それは無駄に流れ るだけであ る。
第二にそれは アエ ネアスのデ ィ ドに対す る愛着がそれだけ弱い とい うことを意味 してい ること
に なる。強ければ もっと悩むであ ろ う。倒れ るか倒れ ないか、あわや倒れ るところまで樫 の木
は揺すぶ られ るであ ろ う。 しか し現実には梢 の葉が地上に落 ちるだけに とどまる。幹が軋むだ
けに とどまる。折れた り根 こそ ぎ倒れた りす るところまでには至 らない のであ る。それは互い
に相拮抗す る力がぶつか り合 うのでは な く、ぶつか り合 う力には格段 の差があ り、小 なるほ う
が大 なるほ うを倒す ことはあ りえ ない とい った態 のものであ る14)。前者は愛amorで あ り、後
者は義務あ るいは神意fataである。詩人 はamorとfataを二者択一 のものと して提示 してい
るのではない。 アエネ アスの選択肢 はfataと、端か ら決 ってい るので ある。磐石 の根を張 る
樫 の木 の比喩はそ のことを示 してい る。
　 神は 「勇士 の耳に栓を し」ただけでは ない。 さらに 出港を急がせ促す。 アエ ネアスはすでに
「船上にあ り、 出発を心に決めて眠 りを貧 っていた」が、そ の夢に メル クリウスそ っ くりの神
が姿を現わ し、出発を急がせ る、「たわ け者 め、西か ら吹 きつけ る順風 の音が 聞 こえない のか。
/あ の女は謀 りごとと忌むべ き非道を胸 の内にめ ぐら してい る。/死 を決意 し、憤怒 の大波を
幾重に もか き立ててい る。/逃げぬか、ここか らまっ しぐらにnon　fugis　hinc　praeceps?。[・…]
とっ とと行け。遅れ を切 り捨て よ。 つねに移 ろい変化 す るのだ。/女 とは」(4.562～70)と。
　 この幻影に驚いた アエ ネアスは跳び起 きて部下に 出港を促す。そ して 自ら剣を抜 き、肪綱を
切 り離す。 そ して 「彼 らは 力を こめて飛沫 を か き立 て なが ら、蒼 い水 面を掃 いて い く」(4.
583)。朝に な り、 アエ ネアスの出港を知 った デ ィ ドは瞬時追撃す ることも考え るが、思い直す。
そ して己を裏切 った アエ ネアスお よびそ の一党 の将来に呪いをかけ る。太陽神、 ユノ、ヘ カテ、
復讐女神 お よび彼 女 自身 の死 に与 る神 々に アエネアスの受難を祈願す る、「それ に、 さあ テ ユ
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/火 と剣を トロイアの移民のうしろから突きつけるのだ、/い まも、このさきも、いつであれ、
もてる勢力があるときは。/海 岸が海岸と、波が波と敵対 し、/武 具が武具と敵対するよう祈






身を伏 して自死を遂げる。この死をもって彼女の愛は完結する。狂お しい愛は怒 りと呪いに転










　 詩篇 『アエネイ ス』 の構 成に関 しては諸説 ある。 すでに4世 紀 の文 法家 セル ウ ィウスSer-
viusは、巻頭の第1行arma　virumque　canoに現われ るarma(武器、戦争)が7～12歌 の戦争
を示 し、vir(勇士 アエ ネアス)が1～6歌 のアエ ネアスの漂泊を象徴す ると して、 ここに ホメ
ロスの二つ の詩篇 の影響を見 よ うとした。 いわゆ る2分 割説 である16)。この2分 割説に飽 き足
りない向きは3分 割説 を唱える。 た とえばP6schlがそ うである。彼 は全12歌を3等 分 し、そ
れぞれ のあいだに闇 ・光 ・闇 のイメージの交替 を読 み取 ろ うとす る17)。またBttchnerは、1
～4歌 を カル タゴにおけ るアエ ネアス、5～8歌 を ラテ ィウムへ の到着 と戦争 の準備、9～12
歌を戦争 とい うふ うに主題別 に分別 して捉 えよ うとす る18)。これ らを踏 まえて中 山は、1～4



















アスは トロイアの地を出てすでに7年 。試練の航海を経験 している。 しか しまだそのアジア風
の脆弱の気風を捨て切っていない。恋のライヴァルのイアルバスは、その目に映ったアエネア
スの姿を軽蔑 して次のように言っている、「いまや、かのパ リスめは女々しい取 り巻きsemi-
viroとともに/顎 と香油 したたる髪とをマエオニアの頭巾に/包 み、獲物を掌中にしています」
(4.215～17)と。パ リスとは女 しか征服できない女々しい男 との意を表わ し、女々しい取 り
巻きsemivirとはプリュギア(ト ロイア)の大地母神キ ュベ レに仕える宣官(去 勢男子)を 指
し、 しかも髪には香油が振 りかけられ、頭には トロイア特有の頭巾が載っている。全体に女々
しさと柔弱の気が横溢 している。そのアエネアスがディドの愛を振 り切 り、カルタゴの地を出
立することによって、それまでの生活と絶縁するのである。イタリアの地に待っているのは質
実剛健の世界であろう。その地に新国家を建設するにはこれまで以上の困難と試練が予想され




　前章でわた したちは、アエネアスがディドの愛を振 り捨ててそそ くさと出港 してい く姿を見
た。最終的には夢に現われた使神メル クリウスに叱咤されたからであるが、すでにアエネアス
には早 くか ら新国家建設への神意fataが課せられていたのであった。カルタゴでの安逸 な生
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ネアスはどうであろ うか。アエネアスはディドを愛 していたのか23)。た とえば第4歌395行を
みれば、彼の心中にディドに対する愛情がなかったわけではないことがわかる。その一方で彼
は、イタ リアこそわが愛(同 、347行)とも言っている。またイタリアを追い求めるのは本意








深 く地中に根を張っていたからである。 しか し最初からそれほど強 く根を張っていたわけでは
なかったろう。そもそもアエネアスは自ら発意 して新国家建設を決意 したのではなかった。最
初は彼 も城市を枕に討死にす るつもりでいたのである24)。「武器を取 って死ぬ ことが誉れとの
み考え」(2.317)ていたのである。しかし神から神意fataを受け、新国家建設の実行者に選
ばれた。ヘ クトルの亡霊からも トロイアの守 り神penatesの遷座を委託された25)。それゆえに
一族郎党を引き連れて城外に逃れたのである。その彼がいま冷やかにディドの愛を拒絶する。
トロイア出港以来7年 間の漂泊が試練となって、それまではただ意識の領域でのみ止まってい











放つことになったであろうと思われる。これは しか し無い物ねだ りである。神から選ばれた身
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丹　下　和　彦
で、節 目節 目で神意を吹き込まれ るアエネアスに、(敢えて言えば)人 間的な愛の感情が入 り
込み、また受け容れられる余地はない。篇中アエネアス像はた しかに変貌する。 しか しそれは
あ くまで神意fataの成就を目的 とした行程内における変貌にすぎない(神意fataの実行者と
しての姿がより鮮明に、より強固になった点で"成 長"と 称するならば、彼は成長 したと言っ




形は、振 り返ってみれば、い くぶん綾小化された形だとはいえ、いまのわた したちの周囲にも
数多 くある。
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(たんげ ・かずひご　外国語学部教授)
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